
別記様式第 11号 (第 24条及び第 41条第 1項関係)

第 1面

収 入 自」紙

(消印 しては

ならない。 )

監 理 団 体  許 可 申 請 書

監理 団体  許可有効期 間更新 申請書

(日 本工業規格A列 4)

※ 許可番号
※ 許可・更新年月日

年   月   日

法 務 大 臣

厚生労働大臣 殿

申請者

1.外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第 23条第 2項の規定により下記のと

おり監理団体の許可の申請をします。

2,外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第 31条第 2項の規定により下記のと
おり監理団体の許可の有効期間の更新の申請をします。

③

記

1申請

者

(ふ りがな)

①名称

②住所
T   ~

(電話   ―   ―     )

(ふ りがな)

③代表者の氏名

④法人番号

(ふ りがな)

⑤役員の氏為、役職名及

び住所

氏名 役職名 住所

1

一Ｔ

■̈

一Ｔ

ｍ̈

一丁



Ⅳ

一Ｔ

V

一Ｔ

Ⅵ

一丁

(ふ りがな)

⑥責任役員の氏名

⑦外部監査の措置
有

無

□

□

(外部監査人の氏名又は名称

(指定外部役員の氏名 :

)

)

③法人の種類

□商工会議所

□職業副|1練法人

□公益社団法人

□商工会    □中小企業団体
□農業協同組合 □漁業協同組合
□公益財団法人 □その他 ( )

⑨団体監理型技能実習の

取扱職種の範囲等

2監理

事業を

行 う事

業所

(ふ りがな)

①名称

②所在地
丁     ~

(目蔓言舌      一一      ―一        )

監

理

責

任

者

(ふりがな)

③氏名

④住所
T    ~

(電話   一   ―     )

※事業所枝番号

3許可の別 □一般監理事業 □特定監理事業

4外国の
送出機関

①氏条又は名称

②住所

③代表者の氏名

④団体監理型技能実習
の申込みを取り次いで
送り出す技能実習生の

国籍又は地域

5取次ぎを受けずに団体監理型技
能実習の申込みを受けようとする

場合における団体監理型技能実習
の申込みを受ける方法の概要



6許可年月日 年 月 日

7許可番号

8監理事業を開始する予定年月日 年 月 日

9団体監理型技能実習生からの相

談に応じる体制の概要

10備考

(注意)
1 ※印欄には、記載をしないこと。
2 許可を申請するときは、表題中
抹消すること。

「監理団体許可有効期間更新申請書Jの文字及び第 1面上方の 2の全文を

3 許可の有効期間の更新を申請するときは、表題中
文を抹消すること。また、 2欄の「※事業所枝番号」

「監理団体許可申請書」の文字及び第 1面上方の 1の全
の「※」の文字を抹消し、該当する事業所の事業所枝

番号を記入すること。
4 1欄の⑤について、その記載事項の全てを欄内に記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」
と記載し、別紙を添付すること。
5 1欄の⑦は、措置の有無につき該当するものにチェックマークを付すこと。また、「有」の場合には外部
監査を実施する者の氏為又は名称を、「無」の場合には指定外部役員の氏名を記載すること。
6 1欄の③は、申請者の法人の種類について該当するものにチェックマークを付すこと。
7 1欄の⑨は、移行対象職種・作業である場合には、法務大臣及び厚生労働大臣が別途定めるコー ド表を参
照した上でコー ド番号、職種名及び作業名を記載すること。また、その記載事項の全てを欄内に記載するこ
とができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。
8 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第 27条第 2項の規定により読み替え
て適用する職業安定法第32条の12第 1項の規定による届出は、1欄の⑨の記載により行うものとすること。
9 2欄は、申請者が監理事業を行おうとする事業所を全て記載すること。複数あるときは、同欄に「別紙の
とおり」と記載し、別紙を添付すること。
10 3欄は、申請する事業の区分につき該当するものにチェックマークを付すこと。
11 4欄は、申請者が団体監理型技能実習の申込みの取次ぎを受けることを予定している外国の送出機関を全
て記載すること。複数あるときは、同欄に「別紙のとおりJと 記載し、別紙を添付すること。
12 5欄 は、申請者が団体監理型技能実習生になろうとする者から直接団体監理型技能実習の申込みを受けよ
うとする場合があるときに記載すること。
13 6欄及び 7欄は許可の有効期間の更新を申請するときにのみ、また、 8欄は許可を申請するときにのみ、
それぞれ記載すること。
14 10欄は、許可の申請又は許可の有効期間の更新の申請に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載する
こと。その他伝達事項があれば併せて記載すること。
15 収入印紙は、申請書の正本にのみ貼り、消印をしないこと。



別記様式第 11号 (第 24条及び第 41条第 1項関係)

第 2面

(日 本工業規格A列 4)

中請者は外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第 26条各号に規定する欠格事
由のいずれにも該当しないことを誓約します。
また、監理責任者が、同条第 5号イ (同法第 10条第 H号に係る部分を除く。)又は口から二のいずれにも
該当しないものであることを誓約します。

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律 (平成二十八年法律第八十九号)(抄 )
(許可の欠格事由)

第二十六条 次の各号のいずれかに該当する者は、第二十三条第 一項の許可を受けることができない。
一 第十条第二弓、第四号又は第 |‐二号に該当する者

二 第二十七条第一項の規定により監理許可を取り消され、当該取消 しの日から起算して五年を経過 しない者
三 第二十七条第一項の規定による監理許可の取消しの処分に係る行政手続法 (平成五年法律第八十八号)第十五条の規
定による通知があつた日から当該処分をする日又は処分をしないことを決定する日までの間に、第二十四条第一項の規

定による監理事業の廃上の届出をした者 (当該事業の麗上について相当の理由がある者を除く。)で、当該届出の日から
超算 して五年を経過 しないもの

四 第二十三条第一項の許可の申請の日前五年以内に出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不当な行為をし
た者

工 役員のうちに次のいずれかに該当する者があるもの
イ 第十条第一号、第二号、第五号、第九号又は第十号に該当する者
口 第一 号 (第十条第 |二 号に係る部分を除く。)又は前号に該当する者
ハ 第二十七条第一項の規定により監理許可を取り消された場合 (同項第一号の規定により監理許可を取 り消された場
合については、第

‐号 (第十条第十二号に係る部分を除く。)に該当する者となつたことによる場合に限る。)におい

て、当該取消しの処分を受ける原因となった事項が発生した当時現に当該処分を受けた者の役員であつた者で、当該

取消しの日から起算して五年を経過しないもの

二 第二号に規定する期間内に第二十四条第一項の規定による監理事業の廃上の届出をした場合において、同号の通知
の日前六十日以内に当該属出をした者 (当該事業の廃止について相当の理由がある者を除く。)の役員であつた者で、
当該届汁|の 日から起算 して五年を経過 しない t,の

六 暴力団員等をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用するおそれのある者

(認定の欠格事由)

第十条 次の各号のいずれかに該当する者は、第人条第一項の認定を受けることができない。
一 禁鋼以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなつた日から起算 して五年を経過しない
者

二 この法律の規定その他出入国若 しくは労働に関する法律の規定 (第四号に規定する規定を除くc)であつて政令で定め
るもの又はこれらの規定に基づく命令の規定により、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けること

がなくなつた日から起算 して五年を経過 しない者

三 暴力団員による不当な行為の防 lL等 に関する法律 (平成二年法律第七十七号)の規定 (同法第二十条 (第 二号に係る
部分に限る。)及び第五十二条の規定を除く。)に より、又は刑法 (明治四十年法律第四十五号)第二百四条、第二百六
条、第二百八条、第二百八条の二、第二百二十二条若 しくは第二百四十七条の罪若 しくは暴力行為等処罰に関する法律

(大正十五年法律第六十号)の罪を犯 したことにより、罰金の井」に処せ られ、その執行を終わり、又は執行を受けるこ
とがなくなった日から起算 して五年を経過しない者

四 健康保険法 (大正十一年法律第七十号)第二百八条、第二百十二条の二若 しくは第二百十四条第一項、船員保険法 (昭
和十四年法律第七十三号)第百五十六条、第百五十九条若 しくは第百六十条第一項、労働者災害補償保険法 (昭和二十
二年法律第二十号)第二十一条前段若 しくは第二十四条第一項 (同法第二十一条前段の規定に係る部分に限る。)、 厚生
年金保険法 (昭和二十九年法律第百 1^五号)第 白■条、第百三条の二若 しくは第百四条第一項 (同法第百 1条又は第百
三条の二の規定に係る部分に限る。)、 労働保険の保険料の徴収等に関する法律 (昭和四十四年法律第八十四号)第四十
六条前段若 しくは第四十八条第 一項 (同法第四十六条前段の規定に係る部分に限る。)又は雇用保険法 (昭和四十九年法
律第百十六号)第八十三条若 しくは第八十六条 (同法第八十三条の規定に係る部分に限るc)の規定により、罰金の刑に
処せ られ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算 して五年を経過しない者

五 成年被後見人若しくは被保佐人又は破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
六 第十六条第一項の規定により実習認定を取り消され、当該取消しの日から起算して五年を経過 しない者
七 第十六条第 一項の規定により実習認定を取 り消された者が法人である場合 (同項第二号の規定により実習認定を取り
消された場合については、当該法人が第二号又は第四号に規定する者に該当することとなったことによる場合に限る。)

において、当該取消しの処分を受ける原因となつた事項が発生した当時現に当該法人の役員 (業務を執行する社員、取

締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧間その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、法人に対

し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者 と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。

第十一号、第二十五条第一項第五号及び第二十六条第五号において同じ。)であった者で、当該取消しの日から起算して
五年を経過 しない t)の

人 第人条第一項の認定の申請の日前五年以内に出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不当な行為をした者



1 孔 暴力由員による不当な行為の防 11等に関する法律第二条第六号に規定する暴力団員 (以下この号において
「
暴力団員」

:i● :¨ ■` i■■市二‐F■ ど́なつた日から二年を経過 しない者 (第十二号及び第二十六条第六号において 1暴力団員等」

という。)

十 営業に関し成年者と同一の行為能力を有しない未成年者であつて、その法定代理人が前各号又は次号のいずれかに該
ョ ッ リ bυノ

|^一  法人であつて、その役員のうちに前各号のいずれかに該当する者かま)る もの
十二 暴力団員等がその事業活動を支配する者

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行令 (平成二十九年政令第百三十六号)(抄 )
(法第十条第 11号の出入国又は労働に関する法律の規定であって政令で定めるもの)

第一条 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律 (以下 「法 |と いう。)第十条第二号の出入国又
は労働に関する法律の規定であつて政令で定めるものは、次のとおりとする。

一 労働基準法 (昭和二十二年法律第四十九号)第百十七条 (船員職業安定法 (昭和二十二年法律第百三十号)第八十九条
第一項又は労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律 (昭和六十年法律第八十八弓

‐
。以下

1労働者」i遣法 |と いう。,第四十四条第一項の規定により適用される場合を含む。)、 第百十八条第一項 (労働基準法第
六条及び第五十六条の規定に係る部分に限る。)、 第百十九条 (同法第十六条、第十七条、第十八条第一項及び第二十七条

の規定に係る部分に限る。)及び第百二十条 (同法第十八条第七項及び第二十三条から第二十七条までの規定に係る部分
に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第百二 1 条の規定
二 船員法 (昭和二十二年法律第百号)第百二十九条 (同法第八十五条第一項の規定に係る部分に限る。)、 第百三十条 (同
法第二十二条、第二十四条第一項、第二十五条、第四十五条及び第六十六条 (lQl法第八十人条の二の二第四項及び第五項

並びに第八十八条の三第四項において準用する場合を含む。)の規定に係る部分に限るc)及び第百三十一条 (第一号 (同

法第二十三条第 項́及び第二項、第五十四条、第二十六条並びに第二十八条第
‐
項の規定に係る部分に限る。)及び第二

号に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第百三十五条第一項の規定 (これ らの規定が船員職業安定
法第九十二条第一項の規定により適用される場合を含む。)

三 職業安定法 (昭和二十二年法律第百四十一号)第六十三条、第六十四条、第六十五条 (第一号を除く。)及び第六十六
条の規定並びにこれらの規定に係る同法第六十七条の規定

四 船員職業安定法第百十一条から第百十Tl条 までの規定
五 出入国管理及び難民認定法 (昭和二十六年政令第二百十九号)第七十二条の二、第七十三条の四から第七十四条の六の
三まで、第七十四条の人及び第七十六条の二の規定

六 最低賃金法 (昭和三十四年法律第百三十七号)第四十条の規定及び同条の規定に係る同法第四十二条の規定
七 雇用対策法 (昭和四 |‐一年法律第百三 |´二粉 第四十条第一項 (第二号に係る部分に限る。)の規定及び当該規定に係
る同条第二項の規定

八 建設労働者の雇用の改善等に関する法律 (日召和五十一年法律第二十三号)第四十九条、第五十条及び第二十一条 (第二

号及び第二号を除く。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第五十二条の規定
九 賃金の支払の確保等に関する法律 (昭和五十一年法律第二十四号)第十六条の規定及び同条の規定に係る同法第二十条
の規定

十 労働者派遣法第五十人条から第六十二条までの規定
十一 港湾労働法 (昭和六十二年法律第四十号)第四十八条、第四十九条 (第一号を除く。)及び第五十一条 (第二号及び
第二号に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第二十二条の規定
十三́ 中小企業における労働力の確保及び良好な雇用の機会の増咄出のための雇用管理の改善の促進に関する法律 (平成三年

法律第五十七号)第十九条、第二十条及び第二十一条 (第一号に係る部分に限るc)の規定並びにこれらの規定に係る同
法第二十二条の規定

十二 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行 う労働者の福祉に関する法律 (平成二年法律第七十六号)第六十二条か
ら第六 十五条までの規定

十四 林業労働力の確保の促進に関する法律 (平成八年法律第四十五号)第二十二条、第二十二条及び第二十四条 (第一号
に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第二十五条の規定
十五 労働者派遣法第四十四条第四項の規定により適用される労働基準法第百十八条、第百十九条及び第百二十一条の規
定、船員職業安定法第八 |´九条第七項の規定により適用される船員法第百三 |九条から第百三 |一条までの規定並びに労

働者派遣法第四 |・五条第七項の規定により適用される労働安全衛生法 (昭和四十七年法律第五十七号)第百十九条及び第
百二十二条の規定


